
脱
炭
素
先
行
地
域
と
は

　

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
２
０

５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
、 

家
庭
や
職
場
な
ど
で
の
電
力

消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
そ
れ
以
外
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て

も
、
国
の
２
０
３
０
年
度
目
標
と

整
合
す
る
削
減
を
地
域
特
性
に
応

じ
て
実
現
す
る
地
域
と
し
て
、
地

方
自
治
体
が
計
画
を
提
案
し
、
国

が
選
定
す
る
も
の
で
す
。

　

国
で
は
、
こ
の
脱
炭
素
先
行
地

域
に
つ
い
て
２
０
２
５
年
度
ま
で

に
１
０
０
カ
所
程
度
の
地
域
を
選

定
し
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
か
ら
現
在
ま
で
４
回

の
計
画
選
定
を
行
い
、
全
国
で
74

の
提
案
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
千
葉
県
で
、
千
葉
市
に

次
い
で
２
番
目
の
選
定
と
な
り
ま

し
た
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ

る
と
、
国
の
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
（
脱
炭
素
先

行
地
域
づ
く
り
事
業
）
な
ど
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

本
市
の
計
画

　

本
市
の
計
画
名
は「
そ
う
さ
！

匝
瑳
モ
デ
ル
で
脱
炭
素
！ 

ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

脱
炭
素
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
や
、

本
市
の
特
色
で
あ
る「
生
涯
活
躍

の
ま
ち
」
か
ら
脱
炭
素
の
取
り
組

み
を
実
行
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す（
＝
上
図
計
画
概
要
）。

官
民
協
働
で
計
画
作
成

　

本
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
の
後
、
本
市
の
脱
炭
素
先

行
地
域
選
定
を
目
指
す
民
間
有
志

が
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
匝
瑳
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、
同
協
議
会
と

市
と
の
協
働
で
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
計
画
で
は
、
同
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
匝
瑳
市
植

木
組
合
、
匝
瑳
市
商
工
会
、
八
日

市
場
金
融
団
、
大
利
根
土
地
改
良

区
な
ど
18
の
法
人
、
団
体
が
共
同

提
案
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
「
匝
瑳
市
」。

２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進

国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定

　

市
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
の
事
業
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
へ
の
計
画
提
案
を
行
い
、 

11
月
７
日
に
そ
の
計
画

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
同
計
画
に
基
づ
い
て
先
行
地
域
（
豊
和
・
春
海
地
区
、

飯
倉
地
区
、
中
央
地
区
）
で
の
脱
炭
素
化
の
実
現
と
地
域
課
題
の

解
決
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

脱炭素！ 
脱炭素化推進プロジェクト

計画
概要

の全体像

①米ぬかから製造される米油由来のバイオ燃料プラントを豊和・春
海地区に導入し、製造された燃料を地域の農業機械に利用するこ
とにより軽油利用を軽減。
②市内の植木業者から排出される剪

せん

定
てい

枝を燃料として活用するバイ
オマスボイラーを導入し、避難所となる公共施設に熱供給を実施。
③植木剪定枝や放置竹林の竹などからバイオ炭を製造し、市内の田
畑に散布し土壌改良剤として活用。
④水田の給水時期調整により、中干し期間を延長しメタンガス発生
を抑制。

　営農型ソーラーシェアリングの研
究・人材育成を行うソーラーシェア
リング・アカデミー事業を実施し、
農業振興による関係・交流人口増加
と移住・定住の促進を目指します。

電力以外の脱炭素化に関する
主な取り組み

特集 ゼロカーボンシティ匝瑳

畑でのソーラーシェアリング畑でのソーラーシェアリング

を中核に「生涯活躍のま
地区、市役所などの公
する中央地区（八日市場
防災連携の取り組みによ
市街地でのレジリエンス
化を図ります。
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そうさ！匝瑳モデルで 
ソーラーシェアリングを中心とした

取り組み
　市の主要産業である稲作農家が集
積し、従来から畑作営農型ソーラー
シェアリングが導入されている豊
和・春海地区での水田営農型ソーラ
ーシェアリングの導入などによる、
脱炭素化の実現を目指します。

①独自の細型パネルを採用し、水田に営農型ソーラーシェアリング
を導入。
②水田営農型ソーラーシェアリングで発電した電力を先行地域内の
高圧需要家に供給。
③住宅・民間施設などに太陽光発電・蓄電池を導入。
※ソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）とは、農地に太陽光
発電設備を設置し、太陽光を農業生産と発電とで共有する取り組
みです。

電力の脱炭素化に関する
主な取り組み

　二酸化炭素排出量を削減するため、身近なところか
ら取り組むことが重要です。ご協力をお願いします。

エネルギーを節約・転換しよう！ 
1 再エネ電気への切り替え
2 クールビズ・ウォームビズ
3 節電
4 節水
5 省エネ家電の導入
6 宅配サービスをできるだけ一回で受け取る
7 消費エネルギーの見える化

太陽光パネル付き・省エネ住宅に住もう！
8 太陽光パネルの設置
9 Z

ゼ ッ チ

EH（エネルギー収支をゼロ以下にする住宅）
10省エネリフォーム。窓や壁などの断熱リフォーム
11  蓄電池（車載の蓄電池）・省エネ給湯器の導入・設置
12暮らしに木を取り入れる
13分譲も賃貸も省エネ物件を選択
14働き方の工夫

CO2の少ない交通手段を選ぼう！ 
15スマートムーブ（公共交通機関や徒歩など）
16ゼロカーボン・ドライブ（CO2排出量ゼロのドライブ）

食品ロスをなくそう！ 
17食事を食べ残さない
18食材の買い物や保存などでの食品ロス削減の工夫
19  旬の食材、地元の食材で作った菜食を取り入れた
健康な食生活

20自宅に堆肥化容器（コンポスト）を設置

サステナブルなファッションを！ 
21今持っている服を長く大切に着る
22長く着られる服を選ぶ
23環境に配慮した服を選ぶ

3R（リデュース、リユース、リサイクル） 
24  使い捨てプラスチックの使用を減らす。マイバッ
グ、マイボトルなどを使う

25修理や修繕をする
26フリーマーケット・シェアリング
27ごみの分別処理

CO2の少ない製品・サービスなどを選ぼう！ 
28環境に配慮した製品・サービスの選択
29  個人のESG投資（環境などの観点から投資先を選択）

環境保全活動に積極的に参加しよう！ 
30植林やごみ拾いなどの活動

２～５ページに関する問い合わせは環境生活課（☎73－0088）まで。

　令和３年12月に匝瑳市がゼロカーボンシティ宣言を表
明し、本市でも脱炭素化の気運が高まってきました。これ
を受け、地元企業などからなる民間団体「ゼロカーボン匝
瑳推進協議会」を令和４年３月に発足し、国の脱炭素先行
地域に選定されるための検討を民間レベルで開始しました。
　その後、市民向けセミナーの実施や、市と連携した学習
会、先進地視察などを行い、今回の脱炭素先行地域の選定
となった計画策定に、市と協働で取り組んできました。
　計画では「農業」と「生涯活躍のまち」という匝瑳市の特
色を生かし、脱炭素化に取り組むこととしています。
　脱炭素先行地域となることをスタートとし、官民一体と
なって計画を実行することにより、ふるさと匝瑳市がさら
に活気あるまちとなる！と信じています。脱炭素社会の実
現に向けて、皆さまのご協力をお願いいたします。

ゼロカーボン匝瑳推進協議会　
代表　鵜 澤 宜 広 さん

脱炭素先行地域選定で
ふるさとに活気を

　福祉・医療施設など
ち」づくりを進める飯倉
共施設や商業施設が集積
ロ・ハ）と連携した農福・
り、高齢者の雇用確保や
（耐久性・回復力）の強

5 広報そうさ 2023 .12月号


